

























































ら語られ始めたフリーター、1990 年代半ば以降からの「ひきこもり」、2000 年代半ば以降か 















てきたのかをたど」（本書 : 8）られる。そしてその目的に応えるために本書では、第一に「こ 
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3　本書の概要
3.1　アイデンティティに関する理論的枠組み―「規範性」と「多元性」をめぐって







































書 : 60）ったのが 1980 年代だと著者は言う。裏を返せばこの時期に自分らしさは商品化さ 
























　第 4 章では「オタク」をキーワードに 1990年代の若者の自己構成の形式が分析される。 
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類型の次元といった多次元において使用され、一見鮮明なイメージがある一方で曖昧な部
分も併せ持っていたと著者は言う。そして若者のアイデンティティの語り方は、1980 年代 
















　第 5 章では、前章で示したオタクにおけるアイデンティティを論じる枠組みの変化が、若 
者全般とそれをまなざす大人の視線にもいい得ることが示される。前章を受けてここで問
題とされるのは、第一になぜオタクを見る大人の視線はオタクたちの活発なコミュニケー
ションを見落とすのか、第二になぜ 1980 年代末から 90 年代にかけて若者のアイデンティ 
ティを語る枠組みとしてコミュニケーション論の枠組みが浮上してくるのかということだ
















年意識調査」によると、友人関係に満足していると回答する若者（18 歳から 24 歳の男女） 
は 1980 年代以降増加傾向にあるとされる（本書 : 139）。また学校に通う意義を「友達との友 
情を育む」とする若者は日本において極めて高いとされる。現在住んでいる地域への愛着度 
も一貫して増加傾向であり（本書 : 142）、その理由として「友達がいる」があげられている 


















人格ブームの背景にあったとする（本書 : 168-9）。また著者は、青少年研究会が行った三つ 
の時点（1992 年、2002 年、2007 年）の調査を示しながら、①付き合いの内容に即して友人 
を使い分ける傾向が強まってきている、②場面によって自己を使い分ける傾向が強まって
きている、③自分を意識的に使い分ける傾向が高まってきている、④自分らしさをどんな場 
合にも一貫させるべきであるという規範意識は弱まっている、と指摘する（本書 : 171-4）。 
すなわち人間関係と自己とが表裏一体で多元化し続ける状況がこの 20 年間続いているとい 
うことだ。そして著者は、中島梓のやおい少女論における人付き合いの作法による自己の多 




































を感じる若者」（1990 年代）という見方を経て、「社会参加できない若年層」（2000 年代）と 
いう具合に変化している。2010 年代の現在では当事者自体が「高年齢化」してゆく趨勢も 














































　構築主義的アプローチにもとづいて 2000 年以降の「ひきこもり」の問題化の過程につい 
て分析を行った社会学者工藤宏司の整理によると、「ひきこもり」の問題化の過程において 
は、「精神医療問題」という側面をもつ語りとは別に、若者の「就労問題」に重点をおいた 
語りが存在していた（工藤 2008）。30 代・40 代の「ひきこもり」や「ひきこもりから脱出 
した後」への注目が高まるなか、また当時の若年者の失業率増加を受けて、若者の「自立」
のために「就労」が語られるようになったというわけである。特に 2004 年ごろ以降に「ニ 




































































































4 4 4 4
、②完全に理解される関 
係でなければならない
4 4 4 4
、③より深く「理解」されなければならない
4 4 4 4
、④コミュニケーション 
において他者を傷つけてはならない
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ける適切な人間であるということを、常に気にしながらコミュニケーションを遂行するあ
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